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令和7年度の取り組み

教養教育でのバッテリー教育の実施

理工学を専門とする学生だけでなく、様々な分野を専攻する学生が履修可能

目的
バッテリーの原理を理解しているだけではなく、

その使用の社会的意義・社会的背景を理解する。
• 2030年の温暖化効果ガス削減目標 
• 2050 年のカーボンニュートラルの達成
• 国内製造サプライチェーンの強靱化

に課題意識をもって貢献できる人材の養成

関西蓄電池人材育成等コンソーシアムが作成した高等学校教育用スライド
を用いてバッテリーの原理、製造、評価法について学ぶ。

オリジナルのスライドを作成して、社会的意義・社会的背景を解説する。



講義内容と参加人数の推移

令和7年度 リチウムイオン電池と無機工業化学 講義予定表 （月曜3・4講時）4号館205

授業計画

回 月日 内容 参加人数

1 4月14日オリエンテーション（今、電池について学ぶ理由） -

2 4月21日何故リチウムイオン電池なのか －Liとは－ 32

3 4月28日電池（バッテリーの知識） 34

4 5月2日リチウムイオン電池の化学（蓄電の方法、化学的観点から見た利点と問題点） 35

5 5月12日リチウムイオン電池と持続可能な社会のかかわり （エネルギーストレージ・スマートグリッド） 34

6 5月19日カーボンニュートラルの実現とリチウムイオン電池 （地球温暖化抑制） 34

7 5月26日資源戦略とリチウムイオン電池 （Li資源の確保） 34

8 6月2日電池の特性（充放電特性・サイクル特性） 34

9 6月9日産業技術総合研究所関西センターの取り組み 33

10 6月16日産業技術総合研究所関西センターの取り組み 33

11 6月23日プライム プラネット エナジー＆ソリューションズ（PPES）株式会社の取り組み 31

12 6月30日 2019年ノーベル化学賞 吉野彰先生の功績 29

13 7月7日リチウムイオン電池の安全性対策 32

14 7月14日リチウムイオン電池のリサイクル 35

15 7月28日徳島バッテリーバレイ構想について 32

バッテリーの原理、社会的意義はもちろん、安全性対策・リサイクル等についても言及



受講者の属性

1年生 2年生

生物資源産業学部 1

理工学部 社会基盤 2

機械科学 3

応用化学 15 7

電気電子 2

光システム 2

数理科学 1

自然科学 2



授業評価アンケートの結果より１
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最後に

授業評価アンケートから、

学生は、バッテリーの製造や開発などに携わる企業のみなさんの
現場の話を聞きたがっています。

是非、皆さん方の現場の声を学生に届けてみませんか？
次年度も教養教育でのバッテリー教育を行いますが、
外部講師枠をさらに増やしたいと考えております。

ご興味のある方、是非講義を実施してみたいという方は、
森賀までご連絡ください。
E-mail: moriga@tokushima-u.ac.jp
Tel. 088-656-7423
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